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特集　東日本大震災から２年目をむかえて
北海道建築士会の取組みと被災地からの声を聴く

　３月11日で東日本大震災から２年が経過します。あっという間の２年間では無かったでしょうか。被災
地の復興は遅々として進まない状況が報道されていますが、本当にこんなことで良いのだろうか。日に日
に被災地が忘れ去られるのは、日本人として恥ずかしい限りです。南海トラフ地震や原発近傍の活断層報
道ばかりが目につく今日この頃です。
　東日本大震災から２年目を迎えるに当って、「北海道建築士」の掲載状況や本会としての取組みを纏め
てみます。また、釧路大会にご参加頂いた宮城県建築士会の方々に２年目を迎える被災地からの声を聴か
せて頂きます。ご寄稿頂いた方には感謝申しあげます。

情報委員会担当副会長　吉木　　隆

　北海道建築士を毎月発行してから２年が経過しま
す。平成23年３月11日に発生した、東日本大震災の
余震が引き続き発生している状況に、応急危険度判
定士の派遣も行政職員のみと、北海道建築士会とし
て何も出来ない手詰まり感が先立つばかりでした。
そんな中、毎月発行の機関誌の速報性を発揮し、会
員に伝える必要があるとの考えで５月号に「特集東
日本大震災」を編集しました。その後続編として６
月号で「特集北海道の被害状況」を編集しました。
　その年の第36回全道大会・釧路大会は、全国大会
がいち早く中止決定の中、支部長・理事に開催の可
否を問い、「このような時だからこそ被災地に対す
る激励の意味を込めて」開催することとしました。
大会テーマを「絆で築く建築士の未来」とし、Ａ分
科会「3.11そのときあなたは…」、Ｂ分科会「災害
に強いまちづくり」、Ｃ分科会「自助・公助・共助」
～地域防災力向上～のテーマで討論が行われました。
　大会分科会パネラーとして、宮城県建築士会砂子
会長、今野女性部会長、奥山青年部会長に釧路まで
ご足労頂き（12月号掲載）、生の声を拝聴し被災地

に対する思いを新たにいたしました。
　その後、大震災発生１年目を迎えるに当って、青
年委員会の有志が「福島県青年の集い」に参加した
被災地見聞録を、平成24年３月号に「特集被災地東
北へ行き感じたこと」を編集しました。
　一方、平成24年４月から「まちづくり委員会」に
「応急危険度判定制度検討部会」（９月号掲載）を
設立し、地震直後に住民の避難施設の応急危険度判
定を実施した、宮城県建築士会をお手本として、判
定業務の仕組み等について検証を行い、一定方向を
導き出しました。
　その後部会を昇格させ、本年１月から「被災地応
急支援特別委員会」を発足させて、実効性のあるも
のとするために、財源、人材、技術等細部にわたる
検証を進めていくこととしました。
　今まで発行した24号の内５号に、東日本大震災関
連記事を掲載しています。多少の判断は出来ません
が、私たちは被災地を忘れないという思いで、今後
も関連記事を掲載し続けます。また、災害時の体制
つくりにも取り組んでいきます。

   URL　http://www.h-ab.com/  　
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東日本大震災を直視特 集

■道内某企業石巻支店の津波による被災状況

［３月15日現在］

丸太の位置に建物があった

１階部分が倒壊して（左側）２階部分
のみが残っている［３月19日現在］

事務室２階部分の被災状況、1階は全壊した 駐車場にあった社員の車も流された

震災後の石巻市内を写した衛生画像（写真：Google）
某企業石巻支店は、建物が津波により100m移動、１階部分は倒壊し２階部分のみで残った

　この度の東北地方太平洋沖地震が発生してから、約50日が経過します
が、私たちはテレビやインターネットからの情報しかありません。北海
道も太平洋沿岸で津波による被災を受けていますが、東北地方の被災状
況は想像を絶する光景です。
　いまだ余震も収束することも無く、震度６強・弱と強い余震が続いて
おります。被災地の受け入れ態勢が整わない状況では、民間の応急危険
度判定士の出動の機会はありません。なんにも出来ないジレンマがあり
ますが写真を直視し、いま私たちが何を被災地に支援出来るか考えてみ
たい。

今　私たち建築士は　被災地にどのような支援が出来るのか

3HOKKAIDO KENCHIKUSHI 2011.05.No1652 HOKKAIDO KENCHIKUSHI 2011.05.No165

特集　　東日本大震災を直視

   今 私たちに出来ることを 精一杯 継続して やりぬこう！
　北海道建築士会として大震災発生
後、関係行政庁に「応急危険度判定
士」の派遣について問い合わせたが、
左文書の通り県内判定士及び行政職
員による判定とのことで、今後の推
移を見守ることとしました。
　今回特別寄稿いただいた、清本氏
は自身被災者でありながら応急危険
度判定に携われております。大変困
難な状況での寄稿感謝申しあげま
す。また、写真をご提供いただいた
方々にお礼申しあげます。
　本会としても被災された建築士会
に対して、見舞金及び義援金を準備
しております。ご協力の程宜しくお
願いします。仙台新港コンビナート火災の黒煙　宮城県宮城郡七ヶ浜町 　  岸線より１㎞以上流された家がある　宮城県宮城郡  七ヶ浜町 　 宮城県塩釜市内

宮城県石巻市内

岩手県釜石市鵜住居町内

岩手県陸前高田市某社社宅　３月11日11時に撮影

宮城県石巻市内

岩手県上閉郡大槌町内

同左社宅　３月22日撮影

鶴ヶ谷中央（元トーコー）

倒壊した間知石上のＣＢ土止め

某公営住宅（11階建て）

（平成23年東北地方太平洋沖地震） （平成23年４月20日 10：00）

危　険 
（赤）

要注意 
（黄）

調査済 
（緑） 計 延べ班 延べ人員

合　計 10,276件 19,832件 51,722件 81,830件 3,483班 7,382人

（平成23年東北地方太平洋沖地震、長野県北部を震源とする地震、静岡県
東部を震源とする地震）

危　険 
（赤）

要注意 
（黄）

調査済 
（緑） 計 延べ班 延べ人員

合　計 10,664件 20,681件 53,316件 84,661件 3,625班 7,675人

東北地方太平洋沖地震における被災建築物応急危険度判定結果（速報）

　北海道の皆様の中には、平成５年の北海道南西
沖地震で被災された方もいらっしゃるかと思いま
す。「地震の多いこの国に生きる。」私達の宿命で
しょうか？３月11日の大地震以来、未だに余震が
続いています。
　３月15日から仙台市青葉区の応急危険度判定に
出動しました。集合場所の区役所８階へ行くと、
入り口には、受けつけの名簿。紙の上には自分の
所属団体の記入欄。「士会」「協会」「一般」など。
建築士会にも建築事務所協会にも入っている人は
ここで、どちらかを選ばなければなりません。両
方に所属している会員には葛藤があったようです。
　緑・黄色・赤のステッカー、チェックシート、
マジック、ガムテープなどを受け取って判定に出
発。仙台市が用意した地図を手に、二人一組で、
一件ずつ、尋ねます。家の方がいらっしゃれば、
応急危険度判定の趣旨を説明し、敷地内への立ち
入りの承認をいただきます。お留守の場合は、そ
のまま調査。
　今回は外観のみの調査。一見して危険であれば、
「この建物に立ち入ることは危険です」の赤紙。
そうでなければ、チェックシートに従って、建物
の構造などを二人で相談しながら、記入していき
ます。ブロック塀の倒壊による人的被害も多いこ
とから今回は、ブロック塀なども調査の対象でした。
　４時には集合場所に戻り、書類の整理。地図に
赤・黄色・緑の着色をして、集計表を記入して提
出。明日の予定を確認して、完了です。
　現在、宮城県には全国各地から支援の皆様がか
けつけて下さっていることに感謝致します。

《特別寄稿》

　　　応急危険度判定に出動
宮城県建築士会理事　　　　　　　
広報交流委員会委員長　清本多恵子

国土交通省

被害状況［４月19日現在　警察庁］
■人的被害  
 死　　者 14,001人
 行方不明 13,660人
 負 傷 者  4,938人

■建物被害  
 全　　壊 62,112戸
 半　　壊 25,002戸
 全 半 焼 302戸
 床上浸水 2,370戸
 床下浸水 4,522戸
 一部破損 193,921戸
 非住家被害 12,873戸
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特集東日本大震災　被災地 東北へ行き感じたこと
青年副委員長　斎　藤　勝　哉（旭川支部）

『福島県・青年の集い』
　被災した建築士会東北ブロックからの「被災後同じ支部の仲間の顔を見ていない、会えない、だからこ
ういった集いを通じて集まりたい」という強い要望があり、平成23年11月12日、13日開催され全国から青
年建築士が大勢参加しました。
　大震災後に建築士が行った様々な活動の問題点を整理し、今後の活動の見直し、復興に対して何ができ
るのかを青年建築士で話しあう必要もありました。「百聞は一見に如かず」道青年委員会では、有志を募
り13名のメンバーで参加しました。一年が経過する今、少しでも多くの方々に、被災地の現状を知っても
らうために三度目の大震災特集を企画しました。 （情報委員会）

◇　はじめに
　平成23年３月11日午後２時46分。最大震度７、マ
グニチュード9.0の大地震が東北地方三陸沖で発生
しました。
　その時私は新千歳空港のテナント工事の現場管理
者として現場の３階に詰めていた時で、Ｓ造での工
事中にはよくある重量物の運搬をしているような振
動があり、この時には「随分重いものを運んでいる
んだな」くらいにしか思っていませんでした。次の
瞬間、大きく水平移動したように感じ、と同時に据
え付けてあったレーザーレベルの赤いラインが大き
く揺れていることで地震だということに気が付きま
した。
　直後、現場退避のアナウンスがあり駐車場の自家
用車の中で待機しながらテレビを点けて唖然とした
のを覚えています。その日はそのまま現場休止とな
り、千歳市内のホテルにて幾度となく起こる余震を
感じながらＰＣでの作業をこなしていました。
　被害の状況が少しずつ明らかになってくるにつれ
て、事態の凄惨さに驚くばかりでした。
　１月18日現在、
　　死者数　15,844人、行方不明者数　3,393人、
　　全壊戸数　128,578棟、半壊　240,521棟、
　　一部損壊　659,962棟
という史上最大級の災害となりました。さらに福島
での原発事故の影響が深刻な問題となっています。
　この震災を受けて、大阪で予定されていた全国大
会の中止が早々に決定されました。

』い集の年青『るわ代に会大国全で北東「、中なんそ　
を行いたいとの意向がある」との話を聞いた時には
とてもうれしく思い、また、道青年委員でも応援し
ようということで一致しました。最終的に福島県の
『青年の集い』を時期を変えた形として11月に郡山
市での開催ということになりました。この話が本格
化したころには、原発事故の情報もかなり出揃って
きていた時期だったと記憶しています。福島に行く
事を身近な人たちに話したところ、安全性を懸念す
る意見が少なからずありました。ここにも必要以上
に不安をあおるような報道の影響が表れているよう
に感じずにはいられませんでした。
　昨年９月の全道大会の時、青年委員会担当のＣ分
科会では㈳宮城県建築士会青年部会会長　奥山崇氏
を招いて、震災当時の事を建築士として、一被災者
としてお話しいただきました。その後の懇親会では、
お酒の力もありましたが人前では話せないような辛
い状況のことや酷い惨状の話を涙混じりに話してい
ただいたことが印象に残っています。福島の『集い』
での再会が楽しみとなりました。
　そして当日、北海道から13名の有志で参加してき
ました。日程の都合もあり、ごく一部とはなりまし
たが福島県をはじめ、被災した地域を見てくること
ができました。被害の状況、復興・回復の速度、住
民の強さ、何もかもが想像をはるかに超えているこ
とに驚きと心強さを感じたと同時に、まだまだ時間
の必要な事も実感しました。

   URL　http://www.h-ab.com/  　
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◇　参加者からのコメント
　今回福島へ行って感じたことを同行のメンバーの中
から当時の青年委員に感想やコメントをお願いしまし
た。ここで紹介させていただきます。

　今回、福島県建築士会青年委員会の「青年の集
い」に参加させて頂き、地元の建築士の方や行政
の方の震災時・震災後の様子、復興に向けた取り
組みと苦労について伺い、２日間福島県と宮城県
を廻り感じたのは、震災後８ヶ月たち地元の方た
ちは悲しみを乗り越え復興に向け力強く歩んでい
る事でした。そして仮設住宅を見学させて頂き、
実際家を失った被災者の方や原発により家に戻れ
なくなった方を目の当たりにすると、「被災者の
方のために自分には何が出来るのか？」と、自分
に問いかけ何も出来ていない自分にある種「罪悪
感」に近い感覚が胸にこみ上げました。実際震災
後個人的にも、建築士会等の団体などでも募金、
義援金には出来る限り協力はしてきたつもりでい
ましたが、それだけではいい訳もなく、だからと
いって仕事を投げ出し東北に乗り込こむことは実
際不可能だからです。そして自分で何をしなけれ
ばいけないのか考えましたが、自分は地元でより
一層がんばって仕事をして、地元の経済や建築業
界に寄与し日本全体のボトムアップが長期間かか
る復興には必要な事と思いました。

旭川支部　秡川　正人

日本三景　奥松島
　松島エリアは『湾』になっている為、点在する島々が
緩衝材となり、津波の勢いを弱めたので周辺地域に比べ
ると被害が少なかったという事です。そのおかげもあっ
て、震災後いち早く復旧し観光客が戻ってきているとの
ことでしたが、まだまだ人出は少なく例年の３分の１程
度でした。波が穏やかでとてもあの津波を引き起こした
とは思えないほどの静けさでした。映画の舞台になりそ
うな、美しい自然の島と風景。その自然の美しさと、が
れきで散乱する街とのギャップがあまりに酷すぎます。

　東日本大震災報告会の中で　○電話がつながらない…　○原
発事故の状況をテレビで知り、町民全員を避難させた…　○避
難先の村の全世帯が炊き出しをしてくれた…　○仮設住宅の不
足…　○被災住宅入居者のケア…　○県産材、県内企業の活用

」制体絡連「」段手信通「。すまいてっ残に象印が話おのどな　…
「コミュニティー」「災害対応」「復興」が報告者共通の思いだっ
たのではないでしょうか。自らが被災している中で、業務を遂
行している被災地の皆様の姿に頭がさがる思いです。

小樽支部　金谷　　祐

宮城県塩釜市　国道45号線沿い
　雑巾を絞るかの様にねじられ、と同時に前後
に押し潰した状態の車。震災後、８ヶ月経過し
た今もなお放置されています。沖に打ち上げら
れた大型船舶はオブジェとして敢えて残す検討
がなされているようですが、この車もそうなの
でしょうか。それとも、ただ、処理が遅過ぎる
だけなのでしょうか。

　昨年３月の東日本大震災から８ヶ月がたち全国大会
（大阪大会）も中止になり青年のなかでは、被災地に
なにかしら元気を取り戻してほしいという声が多く、
有志ではあるが、福島青年の企画する「集い」に参加
しようということになり、元気な日本、元気な建築士
会（建築業界）になるため、私たち青年建築士にでき
ることはないのでしょうか？という思いで参加してき
ました。仙台に下りてびっくりしたのが空港は被災の
あとがほとんどわからないほど復旧していたことでし
た。そして、もうひとつ驚いたのは、福島の郡山市の
駅前はパッと見は震災のあとは感じませんでしたが、
駅前ビルの10階の外壁の亀裂が地上からも目視ではっ
きり見えたことでした。

札幌支部　小町　美穂

　偶然通りかかった場所を帰ってからインターネット
の地図で見てみたところ、震災前後での航空写真が見
つかりました。左の写真は仙台市宮城野区岡田付近の
住宅。周りの瓦礫はほとんど片付けられていたが、あ
ちこちに上屋のなくなった基礎だけが取り残されてお
り被害の大きさ・深刻さを感じることとなりました。
著作権の関係で被災前の写真を掲載することはできま

yahoo.co.jp/）で同住所付近を検索すると見ることが
できます。

塩釜市　国道45号線沿い
　写真奥は田畑が津波の影響でまさに塩漬けの状態です。復
興までの道のりは長くて険しい。
　素晴らしい夕焼けの光は復興までの明るい兆しのようで
す。『何とかしよう』の東北地方の方言は『なじょにかすっぺ』
と言います。この機会・活動・ボランティア活動が次に繋が
るように『なじょにかすっぺ』。被災地の方々頑張ってくだ
さい、ではなく、また必ず応援に来ます。

日高支部　三嶋　克昭

特集東日本大震災

仙台市宮城野区岡田地区の家屋

震災後の仙台市宮城野区岡田付近の衛星写真
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特集

　東日本大震災から80日を経過します。いまだ
９千人余りの多くの方々が行方不明となってい
ます。早期の確認ができることを切に望みます。
　本大震災で北海道の太平洋沿岸は、津波によ
る被害がありました。釧路のMOOや函館朝市
は、繰返しＴＶ放映されましたので、記憶に残っ
ていることでしょう。今回、浦河・えりも・様
似町の被害状況の写真を提供頂きましたので、
地元北海道の被害状況を直視し、支援の絆を深
めていきたい。

北海道の被害状況
○人的被害　死者１名（函館市１名：水死）

、倒転に時難避：名１市館函、倒転に時難避：名１市庭恵 （名３傷軽　　　　　　
苫小牧市１名：地震発生時に自宅階段から転落）

○住宅被害　 りえ、棟１町河浦、棟51町浦豊、棟29市館函 （棟103：水浸上床
も町20棟、様似町14棟、広尾町12棟、釧路
市68棟、厚岸町69棟、浜中町１棟、根室市９
棟）

高日、棟01町浦豊、棟２市達伊、棟39市館函 （棟674：水浸下床　　　　　　
町10棟、様似町25棟、えりも町７棟、広尾町
６棟、浦幌町８棟、厚岸町163棟、釧路市
150棟、根室市２棟）

　　　　　　一部破損：５棟（函館市３棟、木古内町１棟、えりも町１棟）

○水産被害　漁港、漁港海岸、漁場被害（149件）、水産関連施設被害（326件）、
　　　　　　漁船被害（763件）、養殖施設（16組合）

　浦河港津波到達

　浦河港内への流出したコンテナ等

　浸水により被害を受けた倉庫内部

　浦河港内岸壁の浸水

　打ち上げられた漁船

　打ち上げられた漁船の移動

　津波により流出する自動車等

　建物の１階が床上浸水している

　津波が引いた後の状態、えりも町歌露地区の昆布干し場で5.5mの津波の押し寄せた跡が見つかった

　津波により流出する自動車等

　津波が引いた後の状態

続 東日本大震災を直視
今 私たちに出来ることを精一杯継続してやりぬこう！

■浦河町

■様似町（写真上段、中段）・えりも町（写真下段）

全国の被害状況（  ）内は北海道 【５月18日現在　警察庁】　

■人的被害
　死　　者　 15,112人（１人）
　行方不明　 9,066人　　　　
　負 傷 者　 5,303人（３人）

■建物被害
　全　　壊　 90,360戸　　　
　半　　壊　 38,360戸　　　
　全 半 焼　 261戸　　　

床上浸水 4,357戸（294戸）
床下浸水 4,777戸（435戸）

一部破損 260,945戸（ 5戸）
非住家被害 26,618戸（473戸）

（平成23年東北地方太平洋沖地震） （平成23年５月18日 10：00）

危　　　険 
（赤）

要　注　意 
（黄）

調　査　済 
（緑） 計 延　べ　班 延 べ 人 員

合　　　計 11,563件 23,049件 60,471件 95,083件 4,011班 8,465人

東北地方太平洋沖震災における被災建築物応急危険度判定結果（速報） 国土交通省

（平成23年東北地方太平洋沖地震、長野県北部を震源とする地震、静岡県東部を震源とする地震）

危　　　険 
（赤）

要　注　意 
（黄）

調　査　済 
（緑） 計 延　べ　班 延 べ 人 員

合　　　計 11,951件 23,898件 62,065件 97,914件 4,153班 8,758人

北海道建築士2012.03.No175北海道建築士2011.06.No166
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特集　　東日本大震災から２年目をむかえて

東日本大震災 今の現状について

㈳宮城県建築士会青年部会
青年部長
奥　山　　　崇

　東日本大震災の発生から約２年が経過し、現地で
の復旧・復興に向けた取り組みも変容している。県
内においては、鉄道の復旧や瓦礫の撤去・処理など
の進捗を受け、緩やかに改善しているところ、産業
の復旧により雇用が回復しているところ、インフラ
整備の復旧が進められ生活に支障が無い程度に回復
しているところなど様々である。
　鉄道の復旧や瓦礫の撤去・処理の回復が高い市町
村は、宮城県利府町、松島町、岩沼市、塩竈市であ
るが、これに石巻市・東松島市・気仙沼市の名は上
がってこない。同じ沿岸部でありながら、平坦な沿
岸部、リアス式の起伏にとんだ沿岸部では復旧の差
は歴然である。鉄道の復旧度の差については、海岸
線を走っていた線路も多く、地盤沈下や今後の被害
回避の為の路線変更も影響し復旧が進まないのが現
状である。
　集団防災移転促進事業において、岩沼市が造成を
昨年８月着手、今後各市町において造成に着手する
予定ではあるが、用地が完成するのみで、民間住宅・
公営住宅はその後となり、工程表は出ているものの
実際その工程通りとなるかは不明である。先駆けて
工事が進むところもあれば、その用地の確保さえ難
しいところもありその差は益々開くのでは、との懸
念もある。
　被災宅地の公共事業化もスタートし、調査・設計、
発注手続き中と進んでいる状況である。中には、現
地調査の結果、滑動崩落の発生が認められず、安定
計算上もすべりに対する安全性が確認されたことな
どから、抑止対策工事の実施が不要と判断された地
区も存在している。
　発生後、２年の月日が流れようとしている。応急
仮設住宅の期限は原則２年であるがさらに延長がは
かられ５年となることは明白である。昨年冬などは
その住み心地の悪さに不満の声がよく報道されてい
たのを覚えているが、多少の改善と慣れなのか、昨
今あまり聞かなくなった気がする。元の暮らしに戻
れる人、戻れない人、格差は広がり不満以上に不安
を抱える住民が多く存在しはじめているのが現状で
ある。
　昨年12月女川町竹浦地区の集団移転のアドバイ
ザーとして、三井所会長などが説明会を催し、それ
に同行させて戴きました。まちづくりにおいて大切
なこと、普段何気なく見ている風景をできるだけ壊
さず、新たな風景を作ること、限られた時間のなか
で住民に対して的確なアドバイスをなさってくださ
いました。復旧・復興を国・各自治体は急がなけれ
ばいけないし急いでいると思う、だが今だからこそ、
その地域風土にあったまちなみを新たに構築してい
けるのではと、三井所会長に同行し思いました。
　まだまだ復興の道は遠く、今の現状はまだ道半ば
といったところですが、これからの加速に期待し、
見守って戴きたいと思います。

震災から２年を迎える宮城県

㈳宮城県建築士会女性部会
女性部会長
清　本　多恵子

　3.11、あの日も雪が舞っていた。震災直後、受け
入れ体制がとれず、県外からの支援が無い状況で、
連日、応急危険度判定に出動した。ガソリンが無い
中、チャリンコ部隊も出動。先日、２年ぶりに開催
された応急危険度判定士の講習会は会場が満席にな
り、「建築士として、社会に貢献しよう」という高
い志を感じた。それを取りまとめていくのは建築士
会しかない。
　現在、津波の被害をまぬがれた建物が次々と解体
されている。応急危険度判定の赤紙が「解体するし
かない」と、誤解されての解体もある。復興した先
に見えるふるさとの姿はなつかしい風景が失われ、
画一化された建物だけになって良いはずがない。建
築士会連合会が取り組んでいるヘリテージマネー
ジャーが、今こそ、被災地に必要と感じている。宮
城県建築士会もヘリテージマネージャーへの取り組
みを決定し、復興支援センターを設立、中居副会長
がセンター長に就任。
　地元の工務店は未だに膨大な量の顧客の修理にお
われている一方、住宅メーカーは全国の力を結集し、
他県の工務店が宮城県内に支店を開設している。そ
んな中で宮城県地域型復興住宅推進会議が設立さ
れ、建築士会の会員も参加し、宮城の風土にあった
住宅の提供を目指す。宮城県建築士会が顧問になっ
ている南三陸復興住宅推進協議会は国土交通省の地
域型住宅ブランド化事業の採択を受ける。又、日本
建築士会連合会が直接、復興に携わることが決定。
内閣府の専門家派遣事業を活用して、宮城県女川町
竹浦地区のまちづくりに協力する。
　震災後、青年部・女性部は合同で、全国の建築士
会の仲間の力を借りて、「こころはひとつ」プロジェ
クトを行った。被災地視察では、津波被害の他にも
宅地の地盤の崩落も見ていただいた。今、次の段階
の活動へ移行しようとしている。全員一致で「福島
へ」。１月13日に南相馬市小高区へ下見のボランティ
アに入る。宮城県の沿岸部も遅々として、復興が進
まないが、ここは別世界。3.11で時間が止まってい
る。日中しか立ち入りが許されていない人影の無い
街。線量計で放射線量を計測してから、作業開始。
鬱蒼と茂った蔓草を刈り取った下から現れた震災ゴ
ミ。ビニール袋は劣化していて、触ると崩れる。「こ
の現実を日本人皆が共有しなければならない」と感
じる。
　まだまだ、復興への道のりは長く、先が見えない
のが実感ではあるが、少しずつ、動き始めているこ
とも感じる。未来は単なる復旧ではなく、復興が求
められている。私たち自身がエネルギーを消費し続
け、原子力発電所を容認してきた。
　女川町竹浦地区には伝統芸能の獅子ふりがある。
仙台の青葉まつりも震災の年は中止。次の年によう
やく開催することができた。青葉まつりで踊るすず
め踊り。きっと、街を元気にすると信じて、今年も
踊る。復興した街で、皆が笑顔で祭りを楽しめる日
が来ることを信じている。

被災地の復興はどこまで
　私たちが被災地に出かけるのも
　　　　　　　　　復興支援になるか

昨年の９月に某団体の「東日本大震災復興支援」視察に参加す

る機会がありました。大震災から１年半が経過する中で、復興

しているとは程遠い状況に唖然としました。あれから半年で、

どこまで進んでいるのであろうか気にかかります。� 吉木　隆

上段左：
震災後の石巻市立門脇小学校と瓦
礫、校舎の右側が黒く焼け焦げてい
る。

上段右：
昨年９月の同小学校の状況で廃校と
なった。

中段左：
石巻市日和山より震災時の旧北上川
河口の津波状況。

中段右：
日和山から旧北上川河口と日和大橋
の現在を見る。（昨年９月）

中段左：
南三陸町防災対策庁舎津波は屋上を
乗り越えた。漁港を取り巻く平地は
建物が密集していたが、その街全て
が津波により流失した。

中段右：
上記建物から1.2km離れた高台に
「南三陸さんさん商店街」がある。
商店街の皆さんの仮設商店街である。

下段左・右：
災害廃棄物処理業務亘理名取ブロッ
ク（名取処理区）仙台空港に直線で
4.5kmの距離にある。常時職員・作
業員が150人従事している。
発災後３年以内（25年度末）の処理
完了を目標としている。
閖上漁港の6.6haに処理施設や堆積
場を配置している。
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道士会の動き

　　2013 第56回建築技術講習会開催中

日々の業務に役立つテキストを編集

　昨年まで、55年間継続して開催してきた「寒地建築技術講習会」を、今年から「建築技術講習会」と名称を
改め、「寒冷地の建築技術」という枠にとらわれず、社会のスピードや技術者のニーズに即した内容をテーマ
とし、建築技術者の方々にとって、より実践的な講習内容としました。
　また、これまで本部主催として各地域で開催してきましたが、今後は同じテキストを使用し、各支部主催の
講習会や支部内の研修会等として実施できるよう開催方法等も改めました。
　各支部での開催の有無や開催時期等については、各支部において検討されておりますので、開催が決定した
支部から、順次会員の皆様へ支部ニュース等でご案内いたしますので、是非この講習会（又は研修会）を建築
技術者としての自己研鑽の場としてご活用ください。

　今回の講習会から新しく盛り込んだテキスト「資産価値の高い建築を提供するためのポイントと解説」の内
容について簡単に紹介します。
　①　「ＥＰＳ断熱材の外張断熱工法（木造外壁や断熱改修への展開）」を初めて紹介
　②�　太陽光発電パネルのメリット・デメリットを検証。新開発！無落雪屋根へのエコエネＰＶレール工法と
は？

　③　材料シリーズ第３弾！「木材利用の留意点」乾燥木材の知識、強度性能保証木材、防火木材などを紹介
　④�　建築に関わる法的事例を弁護士が解説（工事ミスと契約解除、注文者の指図と施工者責任、建築の著作
権など）

　⑤　「建築確認」や「構造計算適合性判定」の審査がスムーズに運ぶ！申請者側のひと工夫を紹介
　⑥　地域型住宅で補助金が得られる「地域型住宅ブランド化事業」の中間評価と今後の展望
　⑦　認定を受けて所得税減税その他のインセンティブ！都市の低炭素化法と省エネ法の改正概要を紹介
　実際の工事写真、建築確認申請書類、図面等も掲載し、実践に活用していただけるように編集しました。

　各支部の事務局に実際のテキストがありますので、是非一度ご覧になってください。

道本部の主な行事予定
◆すべての建築士のための総合研修� ３月１日（金）
◆第２回理事会� ３月２日（土）
◆北海道建築士会通常総会� ３月22日（金）
◆全道青年委員会連絡会議� ３月23日（土）

関係機関等会議出席状況
◆ＣＰＤ専攻建築士制度委員会
　３月６日（水）（東京）� 高野会長出席
◆日本建築士会連合会理事会
　３月15日（金）（東京）� 高野会長・石川統括理事出席
◆専攻建築士認定評議会
　３月18日（月）（東京）� 高野会長出席
◆ＪＩＡ建築家認定評議会
　３月29日（金）（東京）� 高野会長出席

住所等登録事項変更時の届出のお願い
　住所等会員登録事項に変更がありましたら、各支部事務
局までお早めにご連絡ください。

道本部主な委員会報告
◆第１回情報委員会　２月２日（土）
１）会誌年間スケジュールについて
２）会員作品展について
３）ホームページについて　等
◆第１回まちづくり委員会　２月10日（日）
１）高校生デザインコンクールについて
２）まちづくりセミナーについて
３）景観整備機構について　等
◆第１回被災地応急支援特別委員会　２月16日（土）
１）委員会設立経緯について
２）連絡網の整備について
３）応急危険度判定訓練について　等
◆第１回総務委員会　２月16日（土）
１）会員増強の具体的な取り組みについて
２）顧問の委嘱及び表彰について
３）総会の中継について
◆第１回青年委員会　２月23日（土）
１）全道青年委員会連絡会議について
２）青年建築士の集い（日高）について
３）全道大会青年サミット・分科会（恵庭大会）について
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　地域貢献活動センター委員会
　新任挨拶 

　委員長
　佐藤　芳則（苫小牧支部）
　平成22年と23年、地域貢献活動
センター委員会の委員を務めた経
緯もあり、この度委員長をお引き
受けしました苫小牧支部の佐藤芳
則です。宜しくお願いいたします。
　日本建築士会連合会が平成９年
４月に地域貢献活動推進センター
による助成事業を開始して以来、
全国の各建築士会に地域貢献活動
センターが設立され、活発に活動
されて来ました。
　北海道建築士会に於いても平成
21年６月北海道建築士会地域貢献
活動センターを立ち上げ、推進セ
ンターからの助成を受けながら活
動を続けて参りました。
　一方、平成13年６月、北海道建
築士会まちづくり委員会に於いて
「まちづくり活動奨励制度」が創
設され、道内各地での青年委員会
や女性委員会を中心とした地域に
根ざした様々な活発な活動に対し
て、技術や情報や活動費の一部を
助成して、活動の永続性や主体性
を高め、建築士の社会貢献をバッ
クアップして参りました。
　その事業を引き継いだ地域貢献
活動センターは、その創設時の意
思を尊重し、北海道独自の方向性
を睨みつつ、住民主体の地域づく
りと建築士を結びつける活動に対
し支援を続けて参ります。
　今年も既に募集が始まっており
ます。
　地域貢献活動に定型的なもので
はありません。皆さんに相応しい
パターンの「地域貢献活動」を提
案して頂ければ幸いです。
　詳細はホームページ及びリーフ
レット等で紹介しております。
　応募をお待ちしてます。

　総務委員会
　　　　　　　

　　　　　　
　委員長
　宮原　　進（旭川支部）
　今年、１月４日に新法人の登記
がなされて「一般社団法人北海道
建築士会」が新たな歩みを始める
記念すべき年になりました。
　12月の総選挙で自民党の予想を
超える大勝に驚きましたが、新政
権に対する期待も大きいものがあ
るところで、さまざまな社会経済
再生の施策が打たれようとしてお
り、我々建築に係るものにとって
はある面、歓迎すべきなのかもし
れませんが、将来にそのつけを回
すようで、不安を感じる方も多い
ことと思います。
　ご承知のとおり我が組織も年々
会員数が減少し、建築士会の組織
運営に赤色信号が灯ることも想定
しなければならない状況になって
きています。
　昨年12月の総会で平成25年の予
算と事業計画案が承認され、すで
に今年度の士会活動が始まってお
ります。
　総務委員会といたしましては会
員増強特別委員会の議論を踏まえ
て、青年、女性委員会等の各実行
委員会やブロック会と連携し、具
体的な活動の方向性を検討し、提
案していきたいと考えております
ので、会員各位のより一層のご理
解とご協力をお願い申し上げます。
　また、理事の数が削減されたり、
総会が代議員による開催となりま
すことから、会員のなかには情報
や各会議の議論の内容が伝わりに
くくなるなどの不安を感じている
方々も多くいることが、昨年開催
の総会で明らかになったところで
す。
　新法人としてスタートして間も
ないことから、十分に会員の皆様
のご意見やご希望に応えることが
できませんが、情報の伝え方など
を工夫しながら、可能な限り正確
で新しい情報の提供に努めていき
たいと考えておりますので、ご意
見をお寄せいただければ幸いです。

　事業委員会
　　　　　　　

　　　　　　
　委員
　下元　英徳（釧路支部）
　事業委員の役割を与えて頂き、
１年が経ちました。
　仕事内容をよく理解していない
なか開催された委員会で、寒地建
築技術講習会のテキスト校正と各
地で行われる講習会の割り当てな
どが話し合われ、ほぼ助走のない
まま流れるように活動がスタート
しました。
　テキストの校正では、字体の統
一から誤字、句読点のチェックを
しましたが、不慣れな作業に苦戦
しながら、テキスト作りのいろは
を教わりました。
　先輩方々にほとんどの部分を頼
り完成した、私にとっての初めて
のテキストでしたが、完成をとて
も嬉しく感じました。
　テキストの完成の喜びもつかの
間で、寒地講習会の準備が始まり
ました。原稿をパワーポイントで
編集し、会場での話す内容に合わ
せてアニメーションなどの効果を
加えながら、テキスト内容の学習
や先輩が公演している音声データ
の聞き込みとスタートの２ヶ月
は、あっという間に過ぎていきま
した。
　不慣れな講義ではありました
が、テキストと会場に集まってい
ただいた皆様のご協力にに助けら
れましたので、この場をお借りし
まして、お礼申し上げます。
　平成25年からは、建築技術講習
会と名称を変更し、事業委員によ
る手作りのテキストを編集しよう
と、アイディアを出し合い、日常
で行なっている業務や経験から得
られる情報を持ち寄り、価値の高
い建築を市場に供給するためのス
ムーズな業務や現場のお得情報、
業務上の法律情報など、新しい情
報も加える事ができましたので、
各支部での勉強会や技術講習会の
資料として積極的に使用して頂け
れば幸いです。
　またページ数に限りはございま
すが、会員の皆様より、このテキ
ストに載せたい情報や知りたい技
術や制度などを盛り込みたいと思
いますので、本部または事業委員
まで連絡を頂ければ、テキストの
ネタとして検討致しますので、合
わせてお願い申し上げます。

実行委員会報告
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青年・女性の窓

　昨年10月18・19日に茨城県水戸
市で行われた建築士会全国大会
（18日『全国建築士フォーラム』
19日『本大会・交流セッション
①』）に参加してきました。

　18日のフォーラムでは、以下の
内容で開催されました。

◦基調講演
　東日本大震災当時、福島県建築
士会青年委員長　大桃　一浩氏よ
り「被災地当事者として、建築士
として、被災からこれまでの道の
り、そして現況」のテーマでお話
いただきました。
◦パネルディスカッション
　近年各地で起こった災害（地震
や水害等）の被災された地域の方
をパネラーとしてパネルディス
カッションが行われました。
◦実践活動パネル展示
　翌日のセッションで発表される
13支部の実践活動についてのパネ
ルを展示し活動内容について投票
が行われました。私の担当した旭
川支部のパネルでは、同年５月に
開催された『青年建築士の集い』
の内容を中心に支部の活動として
定着しつつあるブロック玩具を
使った活動を『ブロック玩具でま
ちなみを造ろう』と題して紹介し
ました。※このパネルは、日本建築
士会連合会ホームページ内の青年委員

会websiteに掲載されています。

　このフォーラムに参加し感じた
のは、私の住む旭川では災害の例
がほとんどなく、また、実際に被
災された経験談を聞く機会もあま
りないので、非常に貴重な話を聞

けたと思います。
　震災からもうすぐ２年が経とう
としています。以前に震災関連の
記事を担当させていただきました
が、それ以降は特に震災について
忘れられた感を感じていました。
時折、原発事故の関連での報道を
目にすることがありましたが、そ
れ以外の復興の状況などは目にす
ることがあまりないような気がし
ます。こういったことからも、何
らかの形で現状を発信することの
必要性を強く感じました。

　19日の交流セッション①では、
前日のフォーラムで展示されたパ
ネルを使い、実践活動内容を発表
してきました。
　合計12の活動（残り１つは展示
のみ）がテーブルディスカッショ
ン形式で発表され、それぞれの
テーブルごとに報告や意見交換等
が行われました。
　私の担当したテーブルでは、京
都、岐阜、静岡等様々な地域の方
たち７名ほどに座って頂けまし
た。参加理由を尋ねたところ、「同
じようにブロックを使って活動し
ている。」や「（自分たちの活動の）
裾野を広げるヒントが欲しい。」
「一般の人たち向けに活動してい
るので情報を共有したい。」等と
ても前向きに持ち帰って活動に生
かすべく参加してもらえたことを
大変うれしく感じました。中には、
「たんに興味があっただけ。」と
いう方もいたのですが、興味を
持ってもらえただけでも一つの成
果だと思いました。

　実際に話し合いを進めて、共通
の認識と感じたのが、それぞれが
活動していて多くの参加者を集め
ようとすると、「わかりやすく」
すると、どうしても建築士（会）と
しての部分が薄らいでしまう。か
と言って、建築士（会）を強調する
と専門性が上がってしまい広く広
報するのが難しいということでし
た。
　発表した内容では比較的子供向
けの内容が多く、専門的な内容が
ほとんど含められない中でも、［建
物］、［まち］、［まちなみ］のそれ
ぞれの違いを考えてもらっては？
との意見があり、私自身も特に意
識して考えたことのない部分だっ
たので、とても印象に残りました。
　また、今後このブロックを用い
ての活動をすすめ、広げていく為
のヒントをたくさんいただきまし
た。今後の活動に生かして行きた
いと思います。

　今回は発表者として参加し、活
動内容の発表からディスカッショ
ンまでテーブル内でのみ行われた
ので、他のテーブルの様子が一切
わかりませんでした。前日展示さ
れたパネルを見た程度のことしか
わからず、色々と興味があったの
ですが、説明も聞けなかったこと
がちょっと残念に思いました。

　なお、参加した全13の活動から、
兵庫県建築士会の活動が連合会長
賞に。三重県建築士会が茨城県建
築士会長賞に。私を含め他全ての
活動は奨励賞を受賞しました。

　青年委員会
　全国大会（茨城大会）

に参加して
　副委員長
　斎藤　勝哉

発表中の様子 連合会青年委員長による奨励賞の授与
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支部だより

　札幌支部
　支部総会終わ

りました
　副支部長
　長谷川敏文
　平年に比べて40％も多い現在の
積雪量ですが、累積降雪量は変わ
らないそうです。昨年末のドカ雪
以来、真冬日が続いたため日中で
も雪が融けることがありませんで
したね。
　１月30日（水）に札幌きょうさい
サロン会議室で札幌支部の理事会
と総会を開催しました。例年通り
行われている活発な事業の内容に
ついて各委員会委員長から報告が
なされ、続けて平成25年度事業計
画（案）が予算（案）と共に承認され
ました。
　一般社団法人に属する支部に
なったばかりで、支部規約や会計
処理において、道本部との細かな
整合性の整備はこれから一つずつ
やっていくというスタンスです。
　理事会席上では、井上理事から
「社会のニーズに則した勉強会、
セミナーを開催しては」との具体
的なテーマの提示と提言があり、
続けて開催された支部総会におい
て、さっそく25年度事業計画（案）
に反映することにしました。臨機
応変に対応できる支部組織と積極
的な活動意欲は魅力いっぱいです。
　今年度より北海道建築士会本部
総会が代議員制になったことによ
り、本部総会において、直接会員
が事業執行の内容についての質問
をし、あるいは、企画提案をする
といった機会がなくなりましたの
で、札幌支部総会や支部各委員会
活動を通して吸収する会員の方か
らのメッセージは益々貴重なもの
となります。
　総会や各委員会活動、ボラン
ティア活動などにおいても、札幌
支部の会員方が積極的に楽しく参
加でき、市民を巻き込んだ事業が
推進できるよう、今後も皆さんと
知恵を出し合っていきましょう。

　古平支部
　過去の楽しい

思い出
　副部長
　山田　文雄
　昭和52年に古平支部会員として
入会してから36年が経過しました。
　当時は、世界経済が第２次オイ
ルショックの影響で経済成長が停
滞していた時期でもあったが、そ
の後、次第にインフレが収束し、
停滞していた設備投資も回復に向
かい、建設業界もバブル景気へと
突入した時期でもありました。私
の勤めていた自治体も箱物建設が
毎年大中小様々、次から次へと建
設ラッシュに沸いた時期でもあり
ました。
　私も自治体職員の一人として多
くの建設に関わることができ、建
築士を志した者として、いろんな
経験をさせていただき、充実した
ときを過ごすことができました。
　その頃、士会会員の中には、強
力な諸先輩が沢山おりまして、仕
事のことやら、お酒のおつき合い
など多岐にわたり社会勉強をさせ
ていただきました。
　若き青年であった私にとって
は、いたく感銘を受けましたが、
今思うと過去の良き思い出とし
て、決して忘れることができない
ひと時であったと、当時の諸先輩
に心より感謝を申し上げておりま
す。
　平成６年からは、若き青年が志
した建築の仕事から、全く縁のな
い部署での異動を繰り返し退職と
なってしまいました。
　若い頃は、建築の物づくりへの
情熱が人一倍あったと自分なりに
思っていましたが、今では物づく
りへの関心が自然に忘れ去られ、
考えることもなくなりましたが、
ただ、過去に諸先輩から培った美
味しい料理を沢山食べてお酒を飲
んで親睦を図り、そして憩いのひ
とときを過ごすことだけは、決し
て忘れておりませんので、今後も
末永いおつき合いをさせていただ
きます。

　十勝支部
　還暦を迎えま

した
　事務局長
　三日市則昭
　十勝支部は、昭和27年２月に「十
勝建築士会」として産声をあげて
から、60年の歴史を積み重ねるこ
とができました。
　自分自身も一昨年還暦を迎えほ
ぼ同じ軌跡を歩いてきたことを思
うと感慨深いものがあります。
　昨年９月29日には高野会長、道
東各支部長各位にご臨席いただ
き、記念式典、記念事業、ささや
かに祝賀会を催し60年の節目をお
祝いしました。
　この創立60周年事業で事務局と
して一番思い出深いことは、いま
までに周年事業を行っていなかっ
たことから、昭和27年からの記録
や写真が残っていなかったことで
す。
　いざ、記念誌を作成しようと書
棚をのぞいても昔の歴史が蘇りま
せん。そこで、本部の書庫に赴き、
創立当時からの会誌を見せていた
だき、支部の動きが多少垣間見る
ことができました。
　そのなかで、支部の先達は設立
間もないころから講習会等を企
画・開催して技術の研鑽に力を注
いでいたことが解りました。
　この進取の精神は今も我々に
脈々と流れ、古建築調査や中学校
の総合学習指導等の事業を行う力
となっているように思いました。
　書籍や写真等で支部の歴史をつ
ないでいくことも必要ですが、当
支部は心で歴史をつないできたの
ではないかと感じています。
　これからも今までの歴史を踏ま
えつつ、会員にとって魅力ある支
部づくりに取り組んでいきたいと
思っています。
　全道の会員の皆様、これからも
よろしくお願いします。
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information

編　集　後　記
　春の気配を感じる季節となりました。年末より忙しい年度末
を迎えられる方も居られるのではないでしょうか。
　さて今月は「東日本大震災から２年目をむかえて」と題しま
して特集を組んでおります。２年が経過しても、今なお先が見
えない状況を、被災地の方から生の声を聞かせて頂いています。
被災地から距離がある分どうしても忘れがちですが、３月11
日の震災の記憶を風化させず、伝えていくことが私達に出来る
最低限のことではないでしょうか。� 情報委員会　神田　光英

情報委員会委員長／岡田　　隆
　　　　副委員長／三浦　　浩・天城　秀典・神田　光英
　　　　委　　員／森田ゆう子・岡田　光弘・山下　　聡
　　　　　　　　　用田　史門・高松　　徹・道塚　　勉
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◆平成25年度　すべての建築士のための総合研修
《日程及び会場》３月１日（金）　13：00～17：00
　　　　　　　　北海道第二水産ビル（札幌市）
《単位数》　　　４単位
《問合せ先》　　（一社）北海道建築士会
　　　　　　　　℡　011-251-6076
◆北海道の建築技術向上のための講習会
《日程及び会場》３月15日（金）　10：00～15：00
　　　　　　　　北海道建設会館（札幌市）
《単位数》　　　４単位
《問合せ先》　　（一社）北海道建設業協会
　　　　　　　　℡　011-261-6185
◆建設工事に伴う労働災害・火薬類事故防止講習会
《日程及び会場》３月５日（火）　13：30～17：00
　　　　　　　　北海道建設会館（札幌市）
《単位数》　　　３単位
《問合せ先》　　㈳日本建設業連合会北海道支部
　　　　　　　　℡　011-261-6245
◆低炭素建築物認定制度及び省エネ基準改正に関する説明会
《日程及び会場》３月21日（木）　13：30～15：50
　　　　　　　　旭川市職員会館（旭川市）
《単位数》　　　２単位
《問合せ先》　　旭川市都市建築部
　　　　　　　　℡　0166-25-8597

　会員の創意と技術に満ちた作品を紹介することで、会員
の技術力向上とこれを起点としたコミュニケーションによ
る士会活性化を目的とした作品展です。多くの会員の応募
をお待ちしています。
　応募対象　
①対象建物　�平成21年以降に竣工し、検査済証の交付を受

けた建物で、その用途、規模等は問いません。
ただし、確認申請を要しない建物は、検査済
証は不要です。

②対 象 者　�本会の正会員（応募建物の設計、及び施工管
理者等、責任ある立場で建築に携わった者に
限ります）

③応募作品　１人若しくは１グループで１点とします。
　所有者等の了解　
　予め所有者、管理者等の了解を得てください。
　応募締切および提出先　
　平成25年５月25日（土）必着
［提出先］
〒060-0042 札幌市中央区大通西５丁目11番地大五ビル６Ｆ
　　　　　 （一社）北海道建築士会　事務局
　　　　　 TEL：011-251-6076　FAX：011-222-0924
　応募資料　
①申 込 書　�所定の申込書を本会ＨＰからダウンロードし

て記入してください。
②提出資料　�図面（平面図・断面図・配置図等）及び完成

写真（内・外装）等の画像データ３点と上記
申込書を、CD-ROMに記録して提出してくだ
さい。（応募作品は返却しません）

　作品掲載　
　応募作品のすべては、本会ホームページに掲載します。
また、その中から４点程度を選考し「北海道建築士№192」
に掲載します。
　　※詳細は、北海道建築士会ＨＰをご覧ください。
　　　ＨＰ　http://www.h-ab.com/

平成25年度
（一社）北海道建築士会会員作品の募集

ＣＰＤ認定プログラム（２月認定）

建築法規解説実務に
役立つ

２０１２
新しい動き ●建築基準法施行令の改正について　
　　　　　 ●規制改革等の要請への対応について

全道建築行政連絡会議

（平成23年度北海道赤レンガ建築賞受賞建築物）

実務に役立つ
建築法規解説2012
編集＝全道建築行政連絡会議

第46回
建築基準法講習会テキスト
◎Ａ５判　◎定価：3,150円

※�送付希望の方へは書籍に請求書を同封の上、送料着払で
発送しておりますので、ＦＡＸにてお申込ください。

　�申込用紙は北海道建築士会のホームページからダウン
ロードできます。

　【図書問合せ先】　（一社）北海道建築士会　本部

実務に役立つ建築法規解説2012
販売のご案内
　平成25年１月～２月に開催の第46回建築基準法講習会で
使用しましたテキストを販売いたします。
　販売予定数に達した時点で終了となりますので、お早め
にお求めください。

今月号の会誌は、暦の関係上３月３日（日）の送付となります。


